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9 月 23日(水)、本校視聴覚室にて理数科 2年生によるＳＲⅠ（科学研究Ⅰ）の中間発表が行われました。 

 

今年度は新型コロナウイルスの影響により、ＳＲⅠ 

の開始が６月からと、例年より２ヶ月遅れたことから 

本発表会も当初の７月実施が９月に実施しました。 

 当日は、本校ＳＳＨの運営指導委員の先生方にも 

お越しいただき、専門的な立場からの質問や助言を 

いただきました。 

 発表会後、担任の水嶋先生は、「夏休みを挟んだ 

ことと準備期間が短かった中、どのグループもお互い

協力しながら研究を深めていたように見えた。発表の

仕方もいろいろな工夫が見られ、成長が見られた。」

との感想を持たれました。 

  

 今後は、２月の「校内発表会」や「福井県合同課 

題研究発表会」に向けて、研究を進めていきます。 

 

 

 

【福井大学 米沢 晋先生の御高評】 

 
大切なのは、決まったことをするのに、どれだけの時間がかかるかよりも、決まった時間にどれだけのこと

ができるかを試してみることではないか。研究も同じことがいえる。大変な苦労が付きまとうが、ここまでだ

と自分で決めるのではなく、限られた時間の中でどれだけのことができるのか、が大事なことだ。だから、学

生の皆さんには、精一杯挑戦してほしい。深く深く追究してほしい。 

 

 

【発表した生徒の感想】 
 

・和算と算額がとても深いつながりがあることが分かり、更に深く研究をする必要性を感じた。 

・他のグループのレベルの高さや、ハエトリグサの学習能力の高さといった視点の面白さに刺激を受けた。 

・積雪量の予測を研究しているが、高層を選んだ理由を指摘され、根拠をしっかり持つことを認識した。 

・光合成の研究をしているが、発表後予想外の質問を受け、いろいろな側面から思考する必要性を感じること

ができた。 

 

分野 テーマ 

化学 植物からゴムを作る 

生物 乳酸菌と植物の関係 

数学 避難所の考察 in越前市 

物理 ブレードに着目した小型風力発電の発電効率の向上 

生物 光や温度で植物に影響はあるのか 

数学 僕らの算額 

生物 フラボノイドの効果 

物理 空気抵抗～速度に比例？速度の 2乗に比例？～ 

生物 ハエトリグサの記憶 

地学 
鯖江断層は越前市村国山を通る 

～湧き水を用いて断層のルートを解明～ 

地学 福井の積雪量の予測 

SRⅠ中間発表会開催！ 


